
■用語解説
	
	用　語
	解　説

	あ
	空き家情報バンク
	市の農山村地域にある空き家・空き地の所有者が情報を登録し、本市の農山村地域に住んでみたいという利用希望者に空き家・空き地の情報を提供するシステム。

	
	医師養成確保奨学金制度
	福知山市が定める免除施設（市内公的医療機関）に医師として勤務する意思を有する人に対して、研修や修学に要する資金を貸与するもので、貸与を受けた後、免除施設で市が定める期間常勤医師として勤務した場合、奨学金の返還が免除される。

	
	インターンシップ
	学生が在学中に一定期間企業などにおいて自分の専攻や将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと。

	
	オーダーメード方式
	工場用地ではない土地を企業ニーズに合わせて造成・インフラ整備などを行う方式。

	か
	介護支援サポーター
	地域の高齢者のニーズに応じた日常生活や外出の支援などの生活支援サービスの担い手となるボランティアのこと。

	
	価格安定対策事業
	野菜や花、豆などの価格の暴落などがあった場合や畜産物の価格が補償基準価格を下回った場合などに、一定の額を限度にその差額を価格差補てん金として生産者に交付される事業。

	
	価格補填対象品目
	価格安定対策事業における補填対象となる野菜や花、豆、畜産物などの品目。

	
	家畜の防疫
	家畜の感染症の流行を防ぎ、またその侵入を予防するための対策。

	
	救急告示病院
	厚生労働省令に基づいて都道府県知事が認定した医療機関。救急医療の知識や経験を持つ医師が常時診療しているなどの要件がある。

	
	共生の森
	山林に実のなる広葉樹の植栽や里山などの森林整備を進め、野生動物と共生できる森をつくることにより、農作物、生活被害の防止を図るための取り組み。

	
	協働型社会
	行政（国や地方自治体）と市民、NPO、企業などが対等な立場で連携・協力して地域課題の解決や公共サービスの提供を行う社会。

	
	グローバル競争
	国の垣根を越えた世界的な規模での競争。

	
	経済のソフト化
	知識、情報、技術、企画、デザインなどのソフトが経済活動全体の中で重要な役割を占めるようになったこと。

	
	公益機能
	水源かん養、大気保全、二酸化炭素の吸収、野生鳥獣保護、土砂流出防止などの機能。

	
	耕作放棄地
	所有している耕地のうち、過去１年以上作付けせず、しかもこの数年の間再び作付けする考えのない士地。

	
	高次脳機能障害
	交通事故や脳血管疾患（脳卒中など）などにより、脳損傷を経験した人が、記憶・注意・思考・言語などの知的な機能に障害を抱え、生活に支障をきたすこと。


	
	用　語
	解　説

	か
	交通空白地域
	既存バスが走行していない地域やバス停・鉄道駅から一定以上距離が離れた地域で、公共交通の利用が困難な地域。

	
	高付加価値化
	商品の生産・流通の各段階で新しく高いレベルの価値を付け加えること。

	
	合理的配慮
	障害者が他の者と平等にすべての人権および基本的自由を享有し、又は行使することを確保するための必要かつ適当な変更および調整であって、特定の場合において必要とされるものであり、かつ、均衡を失した又は過度の負担を課さないものをいう。

	
	個別支援ネットワーク会議
	健康に課題がある本人や家族などへの支援について、必要な関係者が集まって本人の思いやニーズに添った支援の手立て、役割分担などを話し合う場。

	
	コミュニティ
	地域社会、共同体のこと。都市、町村、自治会など一定の居住地域のある共同社会をいう。

	さ
	災害時要配慮者
	災害が発生したとき、普通に行動し、避難することが困難で大きな被害を受けやすい高齢者、心身に障害のある入、妊産婦、乳幼児を抱えるひとり親家庭、外国人などのこと。

	
	市街化区域
	都市計画法に定められた区域で、既に市街地を形成している区域および概ね10年以内に優先的かつ計画的に市街化を図る区域。

	
	自助・共助・公助
	【自助】自分でできることは自らの力で行うこと。
【共助】自分だけでは解決や行うことが困難なことについて、周りの人たちと助け合うこと。
【公助】自助・共助では解決できないことについて、行政機関などが支援を行うこと。

	
	市民介護士
	介護福祉士の指導の基に、介護の必要なお年寄りや障害者の生活全般にわたって日常生活を営むのに支障がある者に入浴、排せつ、食事その他の介護を行う市民ボランティア・NPOなど。

	
	市民協働
	市民・地域・事業者・ボランティア・NPOなどが対等なパートナとして、地域の公共的課題の解決に向けて共に考え、連携の上協力して行動すること。

	
	就学前スクリーニング
	専門スタッフが簡単な検査をし、ことばやコミュニケーションの発達の様子を確認するなど、就学に向けたスムーズな支援の移行を行うために実施する、発達障害を早期発見するための取り組み。

	
	生涯学習
	人々が充実した生活をおくるため、学校教育を含め生涯を通じ主体的に継続して学習すること。

	
	ジョブコーチ
	職場での支援が必要な障害のある人（求職者または在職者）に対して、継続的に就労支援を行う専門職員。

	
	生活支援コーディネーター
	生活支援の担い手の養成、サービスの開発、関係者のネットワーク化、ニー

	
	成年後見制度
	知的障害、精神障害、認知症などにより不利益を被らないように家庭裁判所に申立てをして、その人を援助してくれる後見人を付けてもらう制度。


	
	用　語
	解　説

	さ
	総合健康管理システム
	データベースの一元管理によるネットワーク化で、乳幼児・妊婦から高齢者までの健診や指導をトータルに管理し健康づくりの支援を行うことができるシステム。

	
	ソーシャル・ネットワーキング・サービス（ＳＮＳ）
	人と人とのつながりを促進・サポートするコミュニティ型のウェブサイト。友人・知人間のコミュニケーションを円滑にする手段や場を提供したり、趣味や嗜好、居住地域などのつながりを通じて新たな人間関係を構築したりする場を提供する会員制のサービス。

	た
	多文化共生
	国籍や民族などの違いにかかわらず、すべての人が互いの文化や考え方などを理解し、共に生きること。

	
	男女共同参画社会
	男女が社会を構成する対等なパートナとして、共に活躍できる機会が得られ、お互いに協力し合いながら責任を担う社会。

	
	地域完結型医療体制
	地域の医療機関が役割分担し、相互に連携することで、一つの病院としての機能を持ち、切れ目のない医療を提供する体制。

	
	地域協議会制度
	地域の問題などを地域で考え、助け合い・支え合いなど、地域の“絆力”を高めることを目的とし、自治会をはじめとした各種地域団体や地域住民の方々が連携・補完しあい、自治会より広域で地域活動を効果的・効率的に行う新しいコミュニティを構成する制度。

	
	地域ケア会議
	高齢者への支援の充実、介護支援専門員などのケアマネジメント実践力の向上、地域課題の解決などを目的として開催する会議のことで、「地域ケア個別会議」「地域別課題検討会議」「地域ケア推進会議」から構成。 

	
	地域コミュニティ
	自治会をはじめとした日常生活のふれあいや共同活動、共通の経験を通じて住民の連帯や信頼関係により形成される地域社会のこと。

	
	地域包括支援センター
	介護保険法に基づいて地域に設置する施設で、保健師、社会福祉士、主任ケアマネージャーなどの専門職を配置し、介護予防の推進や高齢者の保健・福祉・介護などに関する総合相談・支援を行う。

	
	地縁組織
	自治会、町内会、婦人会などの一定の区域に住所を有する人の地縁に基づいて形成された組織。

	
	地産地消
	「地場生産―地場消費」を略した言葉で、地元でとれた生産物を地元で消費すること。

	
	定住自立圏構想
	地方圏において安心して暮らせる地域を各地に形成する政策。「中心市」の都市機能と「周辺市町村」の農林水産業、自然環境、歴史、文化など、それぞれの魅力を活用して、圏域全体で必要な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を促進するもの。

	
	低炭素・循環型社会
	地球温暖化の原因となる二酸化炭素の排出を、現状の産業構造やライフスタイルを変えることで低く抑えた社会（低炭素社会）。また、できる限り廃棄物の排出を抑制（Reduce：リデュース）し、次に、廃棄物となったものについては再使用（Reuse：リユース）、再生利用（Recycle：リサイクル）の順にできる限り循環的な利用を行い、不要物の発生抑制や適正な処理を図ることなどにより、環境への負荷を低減しようとする社会（循環型社会）。


	
	用　語
	解　説

	た
	定年帰農者
	農家出身者で青壮年期を農業以外の他産業に従事し、定年後に農業に従事する人のこと。

	
	低未利用地
	適正な利用が図られるべき土地であるにもかかわらず、周辺地域の利用状況に比べて利用頻度、整備水準、管理状況などが低い「低利用地」と、長期間利用されていない「未利用地」の総称。

	
	土地区画整理事業
	土地区画整理法に基づき、都市計画区域内の土地において公共施設の整備改善および宅地の利用増進を図るため、土地の区画形質の変更や公共施設の新設または変更などに関して行う事業。

	
	トライアル雇用
	職業経験・技能・知識などから就職が困難な特定の求職者を一定期間試行雇用することにより、その適性や業務遂行可能性を見極め、求職者と求人者の相互理解を促進し、早期就職の実現や雇用機会の創出を図ることを目的とする制度。

	な
	ニート
	「Not in Employment,Education or Training」の頭文字をとった言葉で、就業・就学・職業訓練のいずれも行っていない若年層のこと。

	
	認知症サポーター
	認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域や職域で認知症の人やその家族を温かい目で見守る人のこと。各地域で実施される「認知症サポーター養成講座」を受講することで、認知症サポーターになることができる。

	
	ノーマライゼーション
	年齢や障害の有無に関わらず、全ての人々が平等に、自立した生活や社会活動を営むことができることが普通であるという考え方。そのための社会的条件や基盤の整備を行うという考え方。

	は
	パートナーシップ
	権威主義や恩情主義に基づく上下の関係ではなく、お互いに独立した主体が対等な立場で協働していくこと。

	
	パブリックコメント
	条例や計画を企画立案する場合に、その計画などの案や、市民が検討するために必要な事項を公表して、市民に広く意見などを求めること。

	
	バリアフリー
	障害のある人などが社会生活をしていく上での障壁（バリア）を除去するという意味。段差の解消などの物理的障壁の除去という意味が強かったが、社会的、制度的、心理的な障壁の除去という意味でも使われる。

	
	フィールドワーク
	現地を実際に訪れ、その対象を直接観察し、現地での史料・資料の採取を行うなどの調査方法。

	
	プラットフォーム
	自治会、NPO、大学、行政などが、共通する課題に応じて集まり、それぞれが得意とするネットワークや知恵を活かし、課題解決や新しい価値創造に向け計画や施策をつくり、実行に移していく場。

	
	フリーター
	定職に就かず、アルバイトやパートタイマーなどで生計を立てている人。

	
	ふるさと就職おうえん事業
	市やハローワーク福知山などで構成する福知山雇用連絡会議が行っている事業で、高校生を対象に、地元企業への理解度・愛着度を高め、就職希望者の増大を図ると同時に、勤労観・職業観をはぐくむことを目的とした企業見学会などの事業。


	
	用　語
	解　説

	は
	へき地医療
	交通条件および自然的、経済的、社会的条件に恵まれない山間地、離島その他の地域のうち、医療の確保が困難である地域（無医地区、無医地区に準じる地区）などで医療を提供する取り組み。

	
	放置森林
	植林しても下草刈りや間伐などの管理がされない森林や、伐採後に植林しないで放置されている森林。

	
	ほっとはあと製品
	障害のある人が心を込めて作った温かみのある製品。仕事を授けるという「授産」のイメージを改めるため、京都府が全国公募して平成18年４月に「ほっとはあと」と命名し、新たなブランドとして普及に努めている。

	ま
	マイレール意識
	鉄道の必要性と重要性を認識し、自ら地域の鉄道を守り育てていく意識。

	
	まちなか居住
	人口減少が著しい中心市街地の活力の低下、商店街の衰退などに歯止めをかけるため、安心で便利な暮らしやすい生活空間の整備などを行い、中心市街地に住む人を増やすこと。

	
	民生児童委員
	民生委員法・児童福祉法に基づいて地域に設置が定められ、住民の信頼を受けた地域の世話役として地域住民のよき相談相手となり、地域の高齢者や児童、障害者など福祉サービスが必要な人のいる家庭が孤立しないよう、窓口として行政などにつなげる役割を担う。

	
	モータリゼーション
	自動車が大衆に広く普及し生活の中で広範に利用されている現象。

	
	モデルフォレスト運動
	森林荒廃の解消を目的として、森林所有者や林業関係団体、行政の取り組みだけではなく、森林整備に関して、森林から多くの恩恵を受けている市民、企業、市民団体などの資金や労力の導入を図る仕組み。

	
	モビリィティ・マネジメント
	人々の意識や慣習といった社会的・心理的要素に配慮しつつ、「一人ひとりの移動」が社会にも個人にもより望ましい方向へと自発的に変化するように促す手法の総称のこと。公共交通利用や徒歩、二輪の利用を誘導するための情報提供を行い、自動車から公共交通利用などへの自発的な転換促進を図る。

	や
	有害鳥獣
	農作物などに被害を与える野生の鳥獣。福知山市ではニホンジカ、イノシシ、アライグマ、アナグマ、ヌートリア、タヌキ、ニホンザル、カラスを対象として被害防止に取り組んでいる。

	
	遊休農地
	耕作の目的に使われておらず、かつ、引き続き耕作の目的にならないと見込まれる農地。または、農業上の利用程度がその周辺地域の農地の利用程度に比べ、著しく劣っている農地。

	
	有償運送実施団体
	NPO、公益法人、社会福祉法人などで、営利とは認められない範囲の対価によって、乗車定員11人未満の自家用自動車を使用して会員に対して行うドア・ツー・ドアの個別輸送サービスを行っている団体。

	
	ユニバーサル社会
	障害の有無、年齢、性別、国籍などに関わらず、誰もが対等な地域社会の一員として支え合う中で安心して暮らし、一人ひとりが持てる力を発揮できる社会。

	
	ユニバーサルデザイン
	まちづくりや商品のデザインなどに関し、障害の有無、年齢、性別、国籍などに関わらず、だれもが利用しやすいデザインを取り入れる考え。


	
	用　語
	解　説

	ら
	6次産業化
	１次産業（農林水産業）が２次産業・３次産業と連携し、生産だけでなく加工・流通・販売などを総合的に行うことで、事業の付加価値を高めること。１次産業＋２次産業＋３次産業＝６次産業　または１次産業×２次産業×３次産業＝６次産業。

	わ
	ワーク・ライフ・バランス
	「仕事と生活の調和」の意味で、国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現できる状態のこと。

	
	輪中堤
	集落を洪水の把濫から守るために、集落周囲を囲むようにつくられた堤防。

	Ｄ
	DV
	同居関係にある匝偶者や内縁関係や両親・兄弟・親戚などの家族から受ける家庭内暴力（DV：Domestic Violenceの略）。

	Ｉ
	ICT
	「Information and Communication Technology」の略で情報通信技術のこと。ITにC「コミュニケーション」が加えられ、情報を適切に他者に伝え、情報を共有するための技術。

	Ｎ
	NPO
	「Non Profit Organization（非営利団体）」の略。利益を追求することを主目的とせず様々な分野で公益的な活動を行う組織。
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